
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医者　　　　　　　　　　　　 野菜　　　　　 私 食：べる より 多くの
　　　　　　menasehatkan．
　　　　　　　忠告する、
　　　　　　（私がもっと多くの野菜を食べるように，医者は忠告した。）
　　（119）　＊Sgpaya　［Agar］　saya　me；nakan　lebih　b4nyak　sgy．u．　r，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野莱　　　　私　　　食べる　 より 多くの
　　　　　　dlnasehatkan　dol〈ter．
　　　　　　　忠告された　医者によって
　　　　　　（私がもっと多くの野菜を食べるようにということが，医者によ
　　　　　　って忠告された。）
又，次の例に見られるように，素語とも，　「～するようセこ」の意味の副詞節
を導く接続詞としても使われるところがらみても，これらの補文標識が導く
補文は名詞的でないと言える。
　　（120）　Se！ama　lima　tahun，　lra　dan　Helmi　menahan　diri　agar
　　　　　　～の問　　5　　年　　　　　　　　　　　抑える　　自：身
　　　　　　tidak　sampai　menulis　sepucuk　surat　pun．　（Mira　W．，
　　　　　Negative～に到る　　書く　　一通の　　手紙　　も
　　　　　　Masih　Ada　Kereta　yang　Afean　Lewat，　p．　46）
　　　　　　（5年間，イラとヘルミは，我慢して，一通の手紙も出さなかっ
　　　　　　た。）
　　（121）　Saat　ltu　Lisa　sedang　menginap　di　rumah　ayahnya，
　　　　　　蒔　その　　　～している最中逗留する～に　家　　彼女の父
　　　　　　supaya　ayahnya　yang　sedang　gundah　itu　　　　　　　　　　彼女の父Ligature～している最中である落胆しているその
　　　　　　teth2bur．　（lntisari　No．　288，　p．　33）
　　　　　　慰められる
　　　　　　（失意の真っ只中にあった彼女の父の気持を慰めようと，リサは
　　　　　　そのi当時彼女の父の家に逗留していたところであった。）
　agarとsupayaは，次の例に見られるように，しばしぼuntukと交代
可能な場合が多い。
　　（122）　Bqku　．itu　di＄a￥ankan　oleh　Pak　guru　untuk　［supaya，
　　　　　　　　　　　　提案する　～によって　先　　生本 その
　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　134　一
　　　　　　　agar］　kubaca．
　　　　　　　　　　　私が読む
　　　　　　　（その本は，先生が私に読むように提案した。）
しかし，agarとsupayaは，　untukが使用されない所で，使用されること
もある。例えば，次の例におけるsupayaをuntukで置き換えることはで
きない。
　　　（123）　Pak　guru　menyarankan　buku　ltu　supaya　kubaca．
　　　　　　　　先　　生　　　提案する　　　本　その　　　　私が読む
　　　　　　　（先生は，私がその本を読むことを提案した。）
menyarankan（提案する）という動詞は，今述べた例のような形の他に，次
のような形を取り得る。
　　　（124）　Pak　guru　menyarankan　supaya　saya　membaca　buku　itu．
　　　（125）　Pak　guru　menyaranl〈an　saya　supaya　membaca　buku　itu．
　　　（126）　Pal〈　guru　manyaranl〈an　supaya　buku　itu　saya　baca．
　　　（127）　Pak　guyu　menyarankan　buku　itu　supaya　saya　baca．
つまり，supayaはuntukと同じように補文の主語がPROである場合と
そうでない場合があり，駒焼主語がPROである場合には，　supayaの前に
ある名詞句が補文中の動詞に対して，意味上の主語であっても，目的語であ
っても，その文の意味に違いがない点において，menyarankanが作る構文
は，B型の構文との類似を示す。
　menasehatkan（忠告する）という動詞も，　menyarankanと同様に，
supaya及びagarに導かれる補血を従える次のような構文を作る。
　　（128）　Dokter　menasehatkan　supaya　［agar］　saya　mernakan　lebih
　　　　　　　　医者　　　忠告する　　　　　　　　　　　私　　食べる　　より
　　　　　　　banyal〈　sayur．
　　　　　　　多くの　野菜
　　　　　　　（細筆は，私がもっと多くの野菜を食べるように忠告した。）
しかし乍ら，menaseha£kanは，　menyarankanとは異なり，補文の意味上
の主語がsupayaの前にある文は適格であるが，意味上の1員的語がsupaya
の前にある文は非文となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一　135　一一一一
　　　（129）　Dokter　menasehatkan　saya　supaya　memakan・lebih　banyak
　　　　　　　　sayur．
　　　（130）　＊Dokter　menasehatl〈an　lebih　banyak　sayur　supaya　saya
　　　　　　　　makan．
以上のことから，menasehatka貝は，　menyarankanとは異なり，　C型の構
文を構成することが分かる。しかし，もしこの仮定が正しいとすると，次の
文が適格であることの説明がつかない。
　　　（131）　Lebih　banyak　sayur　dlnasehatl〈an　dokter　supaya　saya
　　　　　　　　makan．
しかし，これは，次のように考えれば解決されると思われる．。即ち，　（131）
は（130）に受．：動変形が掛ることにより派生したのではなくて，次のよ．うな深
屡構造から派生したと考えられる。
　　　（132）　［Np　e］　／［vp　．［v　dinasehat・1〈an　dok．ter］　，［s　［s　／PRO　／supaya
　　　　　　　　saya　’mema・kan　lebik　banya・k　sayur］］］
つまり，（131）の深暦構造は，補文の主語が最初PROであ．．る．ど考えられ．る。
そして，．こ．の深谷構造の補食にS潮除が掛り，．受．動変形が掛ると，次のよう
な構造になる。
　　　（133）　’［Np　ej・［vp　［v　dinasehatkan　dol｛tei：］　［s　lebih’banyak　sayuri
　　　　　　　　supaya　saya　makan　ti］］
‘1ebih　banyak　sayur醤ま，この位概では，格の付与を受けられない。　．／何赦
なら，その前にあるVが受動形であるからである。．従って，‘1ebilユ・banyak
sayur’は，格の付与を受けることができる主文の主語の位置に収まること
になる。こうして，次のような表層構造に到る。
　　　（134）　［Npi　lebih　banyak　sayur］　［vp　［v　dinasel｝atkan　dokter］　［s
　　　　　　　　ti　sttpaya　saya　makan　ti］］
　　次にmemerintahkan（命じる）とmenyuruh（命令する）．の作る講文の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　136　一一一
遼；いについて観てみよう。
　前節で，次のような文が非文になることを見た。
　　　（135）　＊Dia　menyuruh　surat　itu　untuk　1〈ul〈lriTnl〈an　kepada　paman．
　　　　　　　　彼　　命令する　手紙その　　　　　私が琴る　　～へ　．叔父
　　　　　　　　（彼は，私がその手紙を叔父に出すように命令した。）
そしてこの文のuntukをsupayaセこ換えた次の文も非文である。
　　　（136）　＊Dia　menyuruh　surat　itu　supaya　1〈ul〈iriml〈an　kepada　pama！a．
これに対して，memerintahkan）5使った次のような文は適格な文である。
　　　（137）　Dia　memerintahkan　surat　ltu　supaya　1〈ukirimkan　kepada
　　　　　　　　彼　　　　命ずる　　　　乎紙その　　　　　私が送る　　～へ
　　　　　　　　paman．
　　　　　　　　　叔父
　　　　　　　　（彼は，私がその手紙を叔父に畠すことを命じた。）
又，aku（私）をsupayaの前に1：娼した次の形も可能であり，両文は意味の
違いがない。
　　　（138）　Dia　memerintahkan　aku　supaya　mengirlmkan　surat　itu
　　　　　　　　kepada　paman．
更に又，（137）と（138）における主文の爆的語である　’surat　itu’及び
’aku’を受動文の主語に立てた次のような文も可能であり，しかも両文の
意味は等しい。
　　　（139）　Surat　itu　diperintahkannya　supaya　1〈ul〈irirnkan　kepada
　　　　　　　　paman．
　　　（140）　Al〈u　diperintahl〈annya　supaya　mengirimkan　surat　itu
　　　　　　　　kepada　paman．
従って，memerintahkane・tmenyuruhとは異なり，　B型の構文を作ることが
分かる。memerintahkanと似ているがこれとは別の動詞であるmemerintah
（命令をする，支配する）は，menyuruhと同じくC型の構文を作るので，
（139）におけるdiperintahkannyaをdiper1ntahnyaで概き換えた次の文
は非文である。
　　　（141）　“Surat　itu　diperintahnya　supaya　kul〈iriml〈an　1〈epada　paman．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　137　一一
　次に，mengikhtiarkan（手を尽くす）とmengusahakan．（努力する）を
比較してみる。この両面は，共にsupaya補文を取る。次の例を参照された
い。
　　（142）　Akan　saya　ikhtiarkan　sedapat－dapatnya，　supaya　saudara
　　　　　～しよう　私　　手を尽す　　　　出来る限り　　　　　　　あなた
　　　　　　dapat　berangkat　hari　ini　dengan　kapal　Ophir．　（W．　J．　S．
　　　　　～できる　出発する　　今　　日　～で　　船
　　　　　　Poermadarwinta，　Kamzdis　Umwn，　p．　371）
　　　　　　（あなたが今臼オフィル号で出発できるよう出来るだけの手を尽
　　　　　　くします。）
　　（143）　Dia　mengusahakan　supaya　saya　dapat　rnemperolelx
　　　　　　彼　　　努力する　　　　　　　　私　　～できる　　　得る
　　　　　　karcis　dengan　harga　murah．
　　　　　　切符　　～で　　値段　　安い
　　　　　　（彼は，私が安い値段で切符を手に入れられるよう努力した。）
そして，又，両議共，supayaの前に目的語を取る次のような構文を作るこ
とはない。
　　（144）　＊Dia　mengusahakan　karcis　itu　supaya　kupero！eh　deng，ani
　　　　　　彼　　　努力する　　　切符　その　　　　私が手に入れる　～で
　　　　　　harga　murah．
　　　　　　値段　　安い
　　　　　　（彼は，私が安い値段でその切符を手に入れられるよう努力し
　　　　　　た。）
　　（145）　＊TemaR　saya　rnengikh£iarkan　kar．c．　is　itu　supaya　kuperoleh
　　　　　　友人　　私　　　手を尽くす　　切符その　　　私が手に入れる
　　　　　dengan　harga　murah．
　　　　　　～で　　値段　　安い
　　　　　（私の友人は，私が安い値段でその切符を手に入れられるよう手
　　　　　　を尽くした。）
しかし乍ら，この二つの例におけるsupayaの前にある‘karcis’を主文の
受動文の主語に立てた場合には，mengusahakanが使われている文は適格
な文となるが，mengik：htiarkanが使｝つれている文は非文となる。
　　（146）　Karci＄　ku　diusahakannya　supaya　dapat　kupero！eh　dengan
　　　　　　　　　　　　　　　一一一　i38　一一一
　　　　　　　　harga　murah．
　　　（147）＊Karcls　itu　diikh£iarkan　teman　saya　supaya　dapat　klユperoleh
　　　　　　　　dengan　harga　murak．
これは，mengusahakanは，基底構造において，補文主語がPROである
次のような構造も取ることができるのに対して，mengikhtiarkanはそのよ
うな構造を取ることができないためであろうと思われる。
　　　（148）　［Np　e］　［vp　［v　diusahakannya］　［s　［s　PRO　supaya　kuperoleh
　　　　　　　　l〈arcis　itu　dengaR　harga　murah］］］
こ喘造の徽にs騰と受甲形が轡ると諌のような髄酢られる・
　　　（149）　［Np　e］　［vp　［v　diusahakannya］　［s　karcis　itui　supaya
　　　　　　　　kuperoleh　ti　dengan　harga　murah］」
しかし，この段階では，‘karcis　itu’の前の動詞は受動形であるので，
‘karcis　itu’は格の付与を受けられない。従って，‘karcis　itu’は，更セこ，
主文の主語の位置へと移動し，ここで初めて格の付与を受けることになる。
こうして，次のような表層構造が得られる。
　　　（150）　［N？i　karcis　itu］　［vp　［v　diusahal〈annya］　［s　ti　supaya
　　　　　　　　l〈uperoleh．　ti　dengan　harga　murah］］
　次に，meminta（頼む）について考えてみよう。　memintaは次のように，
supaya’を一文とし，て取り，しかも，廻文内は能動文であっても，受動文で
あっても，“y’
　　　（151）
（152）
　これらの形とは別に，
supayaの前に出た構文も作る。次がその例である
忌味の相違はない。
Pak　guru　meminta　supaya　saya　membersihkan　papan　tulis
　先　　　　　頼む　　　　　　　私　　　掃除する　　　黒　　板
itu．
（先生は私に黒板．をきれいにするよう頼んだ。）
Pal〈　guru　meminta　supaya　papan　tulis　itu　saya　bersikkan．
　　　　　　　　　memintaは，能動文の主語，或は受動文の主語が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　一一一一　139　一一…一
　　（153）　Pal〈　guru　meminta　saya　supaya　memberslhl〈an　papan　tulls
　　　　　itu．
　　（154）　Pak　guru　meminta　papan　tulis　itu　supaya　saya　berslhkan．
そして，これら平文も意味が等しい。更に，これらの文において，supaya
の前にある名詞句を受動文の主語を立てた次のような形も可能であり，こう
してできた両刃も意味が等しい。
　　（155）　Saya　diminta　Pak　guru　supaya　membersihkan　papan　tulis
　　　　　　私　頼まれた　先　　生　　　　　　　掃除する　　　　無　　板
　　　　　itu．
　　　　　（私は，先生に黒板をきれいにするように頼まれた。）
　　（156）　Papan　tulis　itu　diminta　Pak　guru　stipaya　saya　berslhkan．
　　　　　　黒　　板　　　頼まれた　先　　生　　　　　　私　　掃除する
　　　　　（lit，その黒板は，私がぎれいにするように先生に頼まれた。）
以上のことから，rnemintaは，　B型の構文と同じく，　supaya以下の部分
と，その前の名詞句とが一緒になって一つの文を形成していると言える。そ
して，memintaの構文のパラダイムはB型構文のそれと完全に一致する。
又，supayaの前の名詞句を移動させることが可能であるためには，　believe
の補文と同様，memintaの三文にもS削除が適用されると考えられる。今，
例として（156）を取り上げ，この文がどのような派生過程を経て表層に到る
かを観てみよう。S削除と受動変形が掛った後のこの文の構造は，次のよう
なものであると考えられる。
　　（157）　e　［vp　［v　diminta　Pak　guru］　［s　papan　tulis　itu　supaya
　　　　　saya　bersihkan］］
この段階で，‘papan　tulis　itu’は，　S削除が適屠されたために，その前の
Vによって統御されるが，Vは受動形になっているので，それから格の付与
を受けることができない。そこで，‘papan　tulis　itu’は，空になっている
霊文の主語の位置へ移動し，そこで格の付与を受けることになる。‘papan
tulis　itu’の移動後の構造は次の通りである。
　　（158）　［Npi　papan　tulis　itu］　［vp　［p　dimlnta　Pak　guru］　［s　ti　supaya
一一一
@140　一一一一
　　　　　saya　bersihkan］」
　次に，H本語の「ように」補文及び「こと」補文を取る動詞について観て
みる。「命回する」，ド提案する」，「頼む」，「望む」は，「ように」補文も，
「こと」補文も取るのに下して，　「忠告する」，　「努力する」，　「手を尽くす」
は，「ように」補文のみを取る。今，　「ように」補文と，「こと」補文の両
種の補文を取る動詞「望む」について，その補文中からの要素の取り出しに
ついてみてみることにする。次に見られるように，　「よう｝こ」補文と，　「こ
と」補文は，三文内の主語を主題化することができる。そして，主題化され
た名詞句は対比の意味を持つ。
　　（159）　臼本はもっとレモンを買うことを，アメリカは望んでいる。
　　（160）　臼本はもっとレモンを買うように，アメリカは望んでいる。
「望む」は又，「～は～に～ことを（よう｛・こ）望む」という文型にもなり得る。
そして，この文型において，補文中の名詞句を主文の主題とすることが可能
である。旧例を参照されたい。
　　（161）　レモンは，アメリカが揖本に〔sもっとφ買うこと］を望んでい
　　　　　る。
　　（162）　レモンは，アメリカが日本に［sもっとφ買うように］望んでい
　　　　　る。
「こと」半文標識は，第二章でみたように，名詞句補文を形成するので，次
のように，補文全体を受動文の主語にすることが可能である。
　　（163）　［sもっと日本がアメリカ製の自動車を輸入することコが望まれ
　　　　　ている。
又，次の（164）を受動文にして，しかも補文中の貝回語を更に主題にすると，
（165）が得られるが，この文は，あまりありそうもない解釈を禽めると，二
様に解釈されるために，認容度はかなり落ちる。
　　（164）　警察は，アメリカに［s犯人を引き渡すこと］を強回した。
　　（165）？犯人は，アメyカは，［sφ引き渡すこと〕を警察に要求された。
3．4．　ゼロ補文標識
　　　　　　　　　　　　　　　一一　141　一一一
　meAyuruh（命令する），　membantu（助ける）は，次の例のように，どこ
にも補文標識が現われない構文を作る。
　　（166）　Amin　membantu　polisi　mencari　penjahat　itu．
　　　　　　　　　助ける　　警察　　捜す　　　悪い人
　　　　　（アミンは，警察がその悪人を捜すのを助けた。）
　　（167）　Pak　tani　menyuruh　anal〈nya　mengambil　cangkul．
　　　　　　　　農夫　命令する　彼の子供　　取る　　　　鍬
　　　　　（農央は子供に鍬を取ってくるように命令した。）
そして，この動詞の後を受動文にした次のような形は許されないところがら，
これら二つの動詞はC型の構文を作っていると考えられる。
　　（168）　＊Amin　membantu　penjaka£　itu　dicari　polisi．
　　（169）　＊Pak　tani　menyuruh　cangkul　diambil　anaknya．
又，主文の目的語を受動文の主語に立てた次のような文が可能であるのも，
英語のC型構文と共通する点である。
　　（170）　Poiisi　dibantu　AmiR　mencari　penjahat　itu．
　　　　　（警察は，その悪人を捜すのをアミンによって助けられた。）
　　（171）　Anal〈　Pal〈　tani　disuruhnya　mengambil　cangkul．
　　　　　（農夫の子供は，農夫によって鍬を取ってくるように命令され
　　　　　た。）
　rnenasehatkan（忠告する）という動詞は，前節でみたように，　supaya補
文を取るが，次のようにゼロ補文子を取ることもある。
　　（172）　DgkS．er　menap．　ebat｝　an　saJya　mem4kan　lebih　bqnyak　s．a－y．gr．
　　　　　　医春　　　忠告する．　　私　　食べる　　より　多くの　野菜
　　　　　（医考は私にもっと多くの野菜を食べるように忠告した。）
　　（173）　Doker　menasehatkan　lebih　banyak　sayur　saya　makan．
　　　　　　医者　　　忠蕾する　　　より　多くの　野菜　　私　　食べる
　　　　　（lit．医者は，もっと多くの野菜が私によって食べられるように
　　　　　忠虚した。）
そして，この両文は意味が等しく，又，次のように，動詞の後の頃的語を主
文の受動文の主語に立てた形も可能である。そして，このようにしてできた
両文も意味が等しい。
　　　　　　　　　　　　　　　一　142　一
　　（174）　Saya　dinasehatkan　dokter　memakan　lebih　banyal〈　sayui‘．
　　　　　（私は，医者にもっと野菜を食べるように忠告された。）
　　（175）　Lebih　banyak　sayur　dinasehatkan　dol〈ter　saya　mal〈an．
　　　　　（lit．より多くの野菜は，私によって食べられるように医者に忠
　　　　　告された。）
従って，この場合，menasehatkanはB型の構文を作っていると考えられ
る。
　又，これまでの例とは別に，自動詞，或は自動詞の後に，ゼP補文子　ee
かれる補文が来る場合がある。次はその例である。
　　（176）　Terdengar　titik－titik　airnya　menimpa　atap　seng．
　　　　　　聞こえる　　　粒　　　雨　　　打つ　　屋根トタン
　　　　　（爾粒がトタン屋根を打つのが聞こえた。）
　　（177）　Terasa　badannya　tidak　enak．
　　　　　感じられる　　彼の体　　Negative気持ちが良い
　　　　　（彼の体が，具合が悪く感じられた。）
　　（178）　Terlihat　seel〈or　banteng　datang　hendak　menyerangnya．
　　　　　　見えた　一頭の　　野牛　　来る　～しょうと　　彼を襲う
　　　　　（彼を襲おうとして一頭の野牛が向かって来るのが見えた。）
　　（179）　Ternyata　Amin　mencuri　intan　itu．
　　　　　　判明する　　　　　盗む　　宝石その
　　　　　（アミンがその宝石を盗んだことが判明した。）
　　（180）　Tampak　Kasim　berbaring　di　ranjang．
　　　　　　見える　　　　　横たわる　～に　寝台
　　　　　（カシムがベッドに横たわっているのが見えた。）
そして，これら全てについて，動詞の後の補文の主話を，動詞の左に移すこ
とができる。例えば，（176）と（178）にこの操作を施すと次のような文がで
きる。
　　（181）　Titik－titik　airnya　terdengar　menimpa　atap　seng．
　　（182）　Seel〈or　banteng　terlihat　datang　hendak　menyerangnya．
又，九二を受動文にして，その主話を動詞の左に移すことも可能である。例
えば，（179）にこの操作を施すと，次のような文ができる。
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　　（183）　lntan　itu　ternyata　dicuri　oieh　Amin．
　　　　　　宝石その判明する　盗まれる～によって
　　　　　（その宝石は，アミンによって盗まれたことが判明した。）
それでは，補給の主語であれぽ，どんな場合でも動詞の左に移すことができ
るかと言うと，必ずしもそうであるとは限らない。動詞によって，動詞の左
に移る要素には，若干の綱子が加えられるようである。
例えば，terlihatとterdengarにおいては，動詞の左に移る要素は，普通，
不定名詞でなければならないので，次のような文は認められない。
　　（184）　＊Gendang　itu　terdengar　d2pul〈ul　beramai－ramai．
　　　　　　　太鼓　　その　聞こえる　打たれる　　　大勢で
　　　　　（llt．その太鼓は，大勢の人によって打たれるのが聞こえた。）
　　（185）　＊Banteng　itu　terlihat　datang　hendak　menyerangnya．
　　　　　　野牛　　その　見える　来る　～しょうとして　　彼を襲う
　　　　　（lit．その野牛は，彼を襲おうとして向かって来るのが見えた。）
一方，日本話では，「～のが聞こえた」，「～のが見えた」という構文におい
ては，主語は定名詞でも，不定名詞でもよいが，　「は」を取ることができな
いという欄限がある。これは，一一一つをこは，　「の」という名詞化する語によっ
て，それに先行する部分全体が纒められるために，射程距離が長く，名詞句
からはみ嶺す「は」が使えないということがある。二番目の理由としては，
そもそも，これらの表現は，現象文に性格が似ていて，表現される文全体が
薪清報を成しているために，その文申の一部が「は」によって主題化される
ことがでぎないという二とを挙げることができる。（184）と（185）に対して
当てられた日本町の訳文が不自然なのもそのためである。次のように，補文
の主語に「が」を取る形が適格な文である。
　　（186）太鼓が大勢の人によって打たれるのが聞こえた。
　　（187）　その野牛が彼を襲おうと思って向かって来るのが見えた。
同じように，「の」補文子を取る構文として，「～のを見つけられた」，「～の
を捕えられた」があるが，こちらの方は，補文中の要素を主題化することが
可能である。次例を参照されたい。
　　（188）子供は，タバコを喫っているのを私に見つけられた。
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　　（189）太郎は，花子の財布を掬ろうとしているのを警官に捕えられだ。
又，主文が能動文であっても，次のように，補文中の主語を主文の主題とす
ることができる。
　　（igO）　その子供は，タバコを喫っているのを，私は見つけた。
　　（191）太郎は，花子の財布を論ろうとしているのを，警宮は捕えた。
　これに対し，て，terasa，　tampak，　ternyataは，左側に現われる要素は，
定名詞であっても，不定名詞であっても構わない。次例を参照されたい。
　　（192）　Mobil　itu　tampak　menjauh．
　　　　　　車その見える遠ざかる
　　　　　（その車が遠ざかるのが見え．た。）
　　（193）　Sebuah　mobil　tampak　menjauh．
　　　　　　一一台の　　車　　見える　遠ざかる
　　　　　（ある車のうちの一台の車が，遠ざかるのが見えた。）
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